多文化コミュニケーション入門

Understanding Multicultures Through Communications 

（科目名：日本事情Ⅱ）
さまざまな文化の定義─6日のクラスの議論から─
・その時代の人々の習慣（１）

・特定の共通点があり，その時代や地域を反映する言葉（８）

・土地に根付いた習慣

・歴史がいまに伝わっているもの（２）
・歴史のあるもの（４）
・生活における，食生活や生活様式について，まとめたものの総称（３）

・人々の心の立脚点

・その時代や生活に影響を与えるもの（６）

・変化，定着した固有の風習

・人々が生活する中での生活様式や流行などの大まかな流れ

・人々が作るもの（６）

・人が生きていくなかで生まれるもの

・人間が自然に手を加えて形成してきた物心両面の成果（２）

・ある時間積み上げてきたもの（４）

文化とは？

このクラスで扱う文化とは？ 
１　クラスについて

単位取得の条件

(1)　提出物の締め切り・分量厳守（随時授業で連絡します）

(2)　70パーセント以上の出席（欠席は、初日も含め最高4回まで）

(3)　授業内外での積極的な議論参加

スケジュール
	①10月6日
	オリエンテーション
	課題（授業コメントは毎回）

	②10月20日
	テーマ探し開始
	

	③10月27日
	アイディアメモについて話し合い
	アイディアメモを書く。

	④11月10日　⑤11月17日
	テーマメモ1について話し合い
	テーマメモ1を書く。

	⑥12月1日　⑦12月8日
	テーマメモ2について話し合い 
	テーマメモ2を書く。

	⑧12月15日　⑨12月22日
	インタビューの結果について話し合い
	インタビューをして，

インタビュー結果を書く。

	⑩1月19日　⑪1月26日
	レポート下書きについて話し合い
	下書きを書く。

	⑫2月2日
	相互自己評価会について説明
	最終レポートを書く。

	⑬2月4日（水）⑭　2月9日

⑮2月12日（木）
	相互自己評価会
	相互自己評価表を書く。

	2月末
	レポート発表─ウェブサイトの完成
	


成績　
(1)　提出物　70pts
アイディアメモ（5pts）　テーマメモ1（5pts）　テーマメモ2（5pts）
インタビューの結果（10pts）　下書き（5pts）　最終レポート（6400字以上）（30pts）　相互自己評価表（10pts）　
＊毎回，連絡する。締め切りから一日遅れるごとに，ポイントを5%ずつ引く。

＊最終レポートが6400字より少ない場合，不足分量の割合に応じポイントを引く。

(2)　参加・出席　30pts
議論への積極的参加・出席（2pts×15回）
＊毎授業後，コメント・質問をメールで送ること。それを出席票がわりとする。
２　ＭＬについて
MLとは，登録されたメールアドレスの参加者が，MLのアドレスにメールを送ると，参加者全員がメールを読むことができるというシステム。

このクラスでは，提出物や授業後のコメント提出・授業外での議論・連絡等にMLを使う。

後でグループごとに配る紙に，ML用のメールアドレスを書くこと。

携帯電話のメールアドレスは不可。来週の授業のあとから使い始める。
３　今日の宿題
(1)　授業コメントを書く。

今日の授業とグループディスカッションで一番印象に残ったこと，なぜ印象的だったのかについて書くこと。

＊締切：今日の夜中の12時まで。

＊-----に。

＊メールのタイトルは「授業コメント：名前」とすること。
(2)　アイディアメモを書く。
誰にインタビューしたいか。その人は自分にとってどんな人か。
迷っている場合は，候補を何人か挙げてもいい。
＊締切：10月23日（木）の夜中の12時まで。
＊200字程度

＊-----に送る。
＊メールのタイトル「グループ番号：アイディアメモ：名前」とすること。
　　　　　　　　　　　Ex.「1　アイディアメモ　牲川波都季」
(3)　27日の授業に自分のアイディアメモを持ってくる。

必ずグループの人数分コピーして持ってくること。

４　グループを作ろう。
・荷物を持って移動。

・一つのグループは5人。5人×20グループぐらい。

・できるだけ面識のない人と組むこと。

・留学生を一人または二人含むこと。

５　名札を作ろう。
・A4の紙を四つに折る。一面に呼ばれたい名前を書く。毎回持ってくること。
６　ML登録用アドレスをプリントに書こう。
７　グループで話し合おう。
